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令 和 ４ 年 度 第 １ 回 千 葉 市 文 化 財 保 護 審 議 会 議 事 録  

 

１  日   時   令 和 ５ 年 ３ 月 １ ４ 日 （ 火 ）  午 後 ２ 時 ～ ４ 時    

２  場   所   千 葉 市 役 所 新 庁 舎 高 層 棟 ５ 階 L５ ０ １ 会 議 室  

３  出  席  者  （ 委 員 ）  

                山 田 俊 輔 会 長 、 河 東 義 之 副 会 長 、 小 関 悠 一 郎 委 員 、  

菅 根 幸 裕 委 員 、 吉 村 稔 子 委 員 、 神 谷 睦 代 委 員 、  

井 口 雅 代 委 員  

       （ 事 務 局 ）  

        佐 々 木 生 涯 学 習 部 長 、 佐 久 間 文 化 財 課 長 、  

横 山 文 化 財 課 長 補 佐 、 そ の 他 事 務 局 職 員  

４  報 告 事 項  

（ １ ）  「 千 葉 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 」 の 作 成 状 況 に 関 す る 報 告  

（ ２ ）  千 葉 市 地 域 文 化 財 「 寒 川 神 社 の 御 浜 下 り 」 関 連 資 料 の 調 査 に 関

す る 報 告  

（ ３ ） 市 指 定 文 化 財 「 旧 生 浜 町 役 場 庁 舎 」 の 管 理 に 関 す る 報 告  

（ ４ ） 加 曽 利 貝 塚 新 博 物 館 整 備 事 業 に 関 す る 報 告  

 

５  会 議 経 過  

 

報 告 事 項（ １ ）「 千 葉 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 」の 作 成 状 況 に 関 す る 報 告  

 （ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ １ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 事 務 局 職 員 が「 千 葉 市 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 」の 作 成 状

況 に 関 し て 報 告 】     

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

 （ 菅 根 委 員 ）別 紙 2  市 指 定 の み を 保 存 計 画 の 対 象 と す る と い う こ と か ？  

（ 事 務 局 ）保 存 計 画 の 対 象 と す る の は 市 指 定 に 限 ら な い 。指 定 登 録 文 化     

財 に 限 定 せ ず 、未 指 定 文 化 財 も 広 く 保 存 対 象 と し た い と 考 え て      

い る 。  

（ 河 東 委 員 ）建 造 物 の 市 指 定 が 2 件 し か な い の は 少 な す ぎ る 。未 指 定 文 化   

財 を ど れ だ け き ち ん と 拾 い 上 げ 、ど の く ら い 指 定 登 録 文 化 財 と  

し て 加 え ら れ る か 検 討 す べ き で あ る 。  

千 葉 県 に よ る 近 代 和 風 建 築 調 査 が 実 施 済 で リ ス ト は で き て  

い る 。 未 指 定 文 化 財 の う ち 、「 千 葉 刑 務 所 」 と 「 検 見 川 無 線  
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送 信 所 」 は 国 指 定 文 化 財 に 匹 敵 す る も の と 認 識 し て い る 。 官  

民 の 所 有 を 問 わ ず 、文 化 財 的 価 値 が あ る も の は 保 存・保 護 の 対     

象 と し て ほ し い 。 リ ス ト に 載 せ る だ け で 満 足 し な い で ほ し  

い 。  

（ 事 務 局 ）市 も し く は 関 係 機 関 が 把 握 調 査 を 行 い 、報 告 書 刊 行 済 の 文 化    

財 の リ ス ト 化 を 進 め て い る 。リ ス ト 化 さ れ た 中 に は す で に 滅 失   

し た 建 造 物 も 含 ま れ て い る た め 、追 跡 調 査 を 実 施 し 、リ ス ト を  

更 新 し て い く 予 定 で あ る 。  

（ 小 関 委 員 ）今 後 作 る リ ス ト の 作 成 方 針 は あ る の か 。歴 史 資 料・古 文 書 は  

対 象 に 入 っ て い る か 。歴 史 資 料・古 文 書 は 、市 史 編 纂 な ど で 把  

握 さ れ た 重 要 な 資 料 が 多 く 存 在 す る 。  

（ 事 務 局 ）リ ス ト 化 の 目 的 は 、 保 存 ・ 活 用 の 対 象 と な る 文 化 財 の 把 握  

で あ り 、 市 民 が 後 世 に 残 し て い き た い と 考 え る 文 化 財 は リ ス     

ト に 掲 載 し 、 保 存 対 象 と し て い く 方 針 で あ る 。  

（ 小 関 委 員 ） 別 紙 5 に 記 載 の あ る 、 市 民 参 加 型 ワ ー ク シ ョ ッ プ の 実 施 回  

数 と 実 施 時 期 は い つ 頃 を 想 定 し て い る か 。  

（ 事 務 局 ）最 大 で 9 回 実 施 し た い と の 希 望 で 国 に 申 請 し て い る 。予 算 が  

確 定 し た 段 階 で 可 能 な 限 り 多 く の ワ ー ク シ ョ ッ プ を 実 施 し た  

い と 考 え て い る 。大 学 生 等 の 若 い 世 代 が 参 加 し や す い 夏 頃 の 実  

施 を 検 討 し 、 予 算 が 確 定 次 第 ス ケ ジ ュ ー ル を 組 み な お す 。  

（ 山 田 会 長 ）ア ン ケ ー ト 分 析 の 結 果 、具 体 的 に 見 え て き た 課 題 や 、市 民 の   

方 の 要 望 は ど ん な も の が あ る か ？  

（ 事 務 局 ）歴 史 に 興 味 が あ る 方 は 年 齢 層 が 高 く 、若 者 の 関 心 は 低 い 傾 向  

が あ り 、千 葉 市 の イ メ ー ジ と し て は 、文 化 的・歴 史 的 な 街 で あ  

る イ メ ー ジ は 低 い 。 若 い 世 代 の 方 々 の 協 力 は 不 可 欠 で あ り 、  

若 い 世 代 に 文 化 財 に つ い て 興 味 を も っ て も ら う た め に は ど の    

よ う な 策 が 有 効 と な る か が 課 題 で あ る 。  

（ 山 田 会 長 ）若 い 世 代 を 取 り 込 む こ と は 必 要 で あ る と 同 時 に 、年 齢 層 が 高  

い 方 に も 参 加 し や す い よ う な ケ ア が 必 要 で あ る 。休 み の 日 な ど  

で ど の よ う に 活 動 し た い か な ど も 念 頭 に 置 く 必 要 が あ る 他 、市  

民 ア ン ケ ー ト も 継 続 し て 丁 寧 に 取 っ て い く 必 要 が あ る 。  

（ 菅 根 委 員 ）「 活 用 」 の な か で デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ を 作 成 し 公 開 す る こ と  

     な ど は 検 討 し て い る の か 。 D X（ デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー  

シ ョ ン ） に つ い て は ど う か ？  
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（ 事 務 局 ）千 葉 市 基 本 計 画 の 中 で 、 文 化 財 の デ ジ タ ル ア ー カ イ ブ 化 を  

進 め る こ と を 明 記 し て い る 。特 に 郷 土 芸 能 な ど は コ ロ ナ 下 で 練  

習・発 表 の 機 会 が 減 っ た こ と が 大 き く 、無 形 文 化 財 に つ い て ア  

ー カ イ ブ 化 を 進 め た い と 考 え て い る 。  

（ 井 口 委 員 ） 実 資 料 が 非 公 開 に な っ て い る 文 化 財 に つ い て 、 H P で 写 真 等  

で 公 開 し て い る の か 。と に か く 見 て も ら っ て 興 味 を 持 っ て も ら  

う の が 効 果 的 で は な い か 。  

（ 事 務 局 ）市 文 化 財 課 の H P に 市 内 文 化 財 の 情 報 を 掲 載 し て い る が 、 情  

報 が 不 十 分 で あ り 、 リ ニ ュ ー ア ル を 含 め た 情 報 公 開 を 進 め て い  

か な け れ ば な ら な い と 考 え お り 、 今 後 在 り 方 を 検 討 し て い く 。  

（ 山 田 会 長 ）常 陸 大 宮 市 な ど 、社 寺 等 が 所 有 し て い る 非 公 開 文 化 財 を 、曝  

冷 の 時 期 に 合 わ せ て 集 中 公 開 し て い る と こ ろ も あ る 。 所 有 者 の  

協 力 は 必 須 で あ る が 、 普 段 見 る こ と の で き な い 文 化 財 を 一 度 に  

見 る こ と が で き る 機 会 と し て 効 果 的 で あ り 、 地 元 の 人 々 の 関 心  

も 高 い 。 参 考 に し て ほ し い 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項（ ２ ）千 葉 市 地 域 文 化 財「 寒 川 神 社 の 御 浜 下 り 」関 連 資 料 の 調 査 に    

関 す る 報 告  

 （ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ２ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

       【 調 査 を 実 施 し た 菅 根 委 員 よ り 報 告 】  

   (菅 根 委 員 )  【 以 下 、 説 明 要 旨 】  

裏 地 に 嘉 永 3 年 の 墨 書 書 き が あ る こ と が 重 要 で あ る 。 絵 巻

に 祭 礼 の 様 子 が 書 か れ て お り 、 近 世 に は 明 ら か に 使 用 さ れ て

い た 。 し ば ら く 見 つ か ら な か っ た が 発 見 さ れ 今 日 に 至 る  

和 田 茂 右 ヱ 門 氏 に よ る『 社 寺 よ り み た 千 葉 の 歴 史 』（ 千 葉 市     

教 育 委 員 会  1 9 8 4 年 ） の 報 告 に も 本 資 料 の 報 告 が な さ れ て い  

る 。幕 裏 に 寄 進 し た 人 名 が 書 か れ て い る こ と も 貴 重 で あ る 。嘉   

永 3 年（ 1 8 5 0）の 年 号 を 持 ち 、村 組 織 で 作 ら れ た こ と が 明 ら か  

で あ る と と も に 、本 来 祭 礼 時 の 使 用 に よ り 経 年 劣 化 し て い る は  

ず の 羅 紗 織 物 が ほ ぼ 完 形 で 伝 え ら れ て い る こ と は 重 要 で あ る 。 
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よ っ て 千 葉 市 指 定 文 化 財 に 相 応 し い 資 料 で あ る と 考 え る 。  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 小 関 委 員 ）墨 書 に つ い て 、由 来 部 分 に つ い て わ か り や す く ま と め ら れ 報

告 さ れ て い る も の は あ る か 。  

（ 菅 根 委 員 ）千 葉 市 立 郷 土 博 物 館『 研 究 紀 要 』第 6 号 に 報 告 以 上 の 、製 作  

由 来 に 関 す る 資 料 は 確 認 さ れ て い な い 。『 下 総 国 千 葉 郷 妙 見 寺  

大 縁 起 絵 巻 』絵 巻 の 中 で 描 か れ て い る の で 当 時 の も の で 間 違 い  

な い と 思 わ れ る 。  

本 資 料 が 、な ぜ 嘉 永 3 年 に 作 ら れ た の か 、そ れ ま で 使 っ て い  

た 飾 り 幕 が ど う な っ た か は 不 明 で あ る 。本 資 料 は 製 作 に 関 す る  

由 来 が 明 ら か に な っ て い る 点 で 貴 重 で あ り 、資 料 的 価 値 が 高 い  

と い え る 。  

 （ 山 田 会 長 ）資 料 の 保 存 や 修 理 に つ い て 、現 状 で 対 処 し な け れ ば な ら な い  

こ と 等 、 ど の よ う に 考 え て い る の か 。  

（ 事 務 局 ）保 管 状 況 の 改 善 に つ い て は 対 応 を 検 討 す る 。修 繕 に つ い て は 、   

費 用 面 が 課 題 と な る が 、修 理 の た め の 本 格 調 査 の 実 施 を 念 頭 に  

置 い て お く 。材 質 等 の 修 繕 に 必 要 な デ ー タ を 揃 え 、修 理 す る と  

な っ た 際 に す ぐ 対 応 で き る よ う に し て お く の が 望 ま し い と 考  

え て い る 。  

（ 山 田 会 長 ） 資 料 公 開 の こ れ ま で の 実 績 は あ る の か 。  

 （ 事 務 局 ）平 成 1 1 年 に 千 葉 市 美 術 館 で 開 催 さ れ た 企 画 展 「 房 総 の 神 と  

仏 」 で は 、 幕 を 船 に 吊 り 下 げ た 状 態 で 展 示 さ れ た 。  

令 和 元 年 度 に 千 葉 市 立 郷 土 博 物 館 で 開 催 さ れ た 企 画 展「 海 と     

千 葉 」 で は 、 幕 の み を 展 示 台 に 寝 か せ た 状 態 で 公 開 さ れ た 。  

（ 山 田 会 長 ） 今 後 、 文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 の W S な ど で も 資 料 の 存 在 を  

取 り 上 げ て い き 、「 こ ん な も の が 千 葉 市 に あ る ん だ ！ 」 と 市 民  

の 方 に 知 っ て も ら う こ と が 望 ま し い 。  

（ 事 務 局 ）価 値 が 非 常 に 高 い と 評 価 を 受 け た の で 、千 葉 市 指 定 文 化 財 に  

指 定 す る 方 向 で 、 所 有 者 と 協 議 を 進 め て い き た い  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項 （ ３ ） 市 指 定 文 化 財 「 旧 生 浜 町 役 場 庁 舎 」 の 管 理 に 関 す る 報 告  

（ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ３ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  
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       【 事 務 局 職 員 が「 旧 生 浜 町 役 場 庁 舎 」の 管 理 に 関 す る 報 告 に

関 し て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 河 東 委 員 ）部 分 修 理 な の で 、特 に 問 題 は な い と 認 識 し て い る 。 1 階 壁 面  

に 使 用 さ れ て い る ベ ニ ヤ が 当 初 材 な の か 、と い う 懸 念 が あ る が 、 

お そ ら く 後 世 の も の だ ろ う と 考 え て い る 。  

       外 壁 に 使 用 さ れ て い る モ ル タ ル は 昭 和 初 期 に 洗 い 仕 上 げ が  

流 行 し た 経 緯 も あ り 、本 格 的 に 修 理 を 実 施 す る 際 に は 、当 初 状  

況 を 正 確 に 把 握 し て 実 施 す る 必 要 が あ る 。  

今 後 、耐 震 補 強 工 事 の 際 等 に 、当 初 状 況 を 把 握 し た う え で の  

復 元 が 必 要 に な る と 考 え て い る 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め

て い た だ き た い 。  

 

報 告 事 項 （ ４ ） 加 曽 利 貝 塚 新 博 物 館 整 備 事 業 に 関 す る 報 告  

（ 山 田 会 長 ） 報 告 事 項 （ ４ ） に つ い て 、 事 務 局 よ り 説 明 を 願 う 。  

      【 事 務 局 職 員 が「 加 曽 利 貝 塚 新 博 物 館 整 備 事 業 」に 関 し て 報 告 】  

（ 山 田 会 長 ） た だ い ま の 説 明 に つ い て 、 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

（ 菅 根 委 員 ） 学 芸 員 の 立 ち 位 置 は ど の よ う に 整 理 し て い る の か ？  

（ 事 務 局 ）調 査 研 究 と 企 画 展 示 の テ ー マ・展 示 品 決 め な ど 、企 画 立 案 部  

分 は 市 の 学 芸 員 が 直 営 で 行 い 、展 示 準 備 に あ た る 部 分 は 民 間 事  

業 者 が 行 う 想 定 で あ る 。  

（ 山 田 会 長 ）加 曽 利 貝 塚 の 発 掘 調 査 で 得 ら れ た 成 果 の 整 理 、関 連 す る 資 料  

の 収 集 、 研 究 等 は 、 市 の 学 芸 員 で し か で き な い 部 分 で あ る 。  

展 示 準 備 や 教 育 普 及 は 民 間 事 業 者 が 担 当 す る と の こ と だ が 、企  

画 立 案 や 準 備 運 営 を 市 と 民 間 事 業 者 の 間 で 、上 手 く 棲 み 分 け ら  

れ る よ う 、線 引 き を し っ か り す る 必 要 が あ る 。一 般 的 に は 展 示  

レ イ ア ウ ト も 学 芸 員 が 考 え る の が 多 く 、直 営 か 民 間 に 一 括 委 託  

の ど ち ら か で あ る 場 合 が 多 い 。ま た 、安 定 し て 職 員 派 遣 が 可 能  

な 民 間 事 業 者 が い る か ど う か が 不 安 で あ る 。民 間 事 業 者 へ の 委  

託 を 1 0 年 と い う 長 期 間 と し て 問 題 が な い の か 、 長 期 間 に 設 定  

す る の で あ れ ば 、評 価 期 間 を 設 け て 運 営 に つ い て 適 宜 検 討 し て  
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い く な ど の 体 制 整 備 が 必 要 で は な い か 。  

ま た 、千 葉 市 基 本 計 画 、文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 と 、新 博 物  

館 整 備 は ど の よ う に 関 連 し て い く の か 。  

（ 事 務 局 ）「 千 葉 市 基 本 計 画 」 の 中 で 、 加 曽 利 貝 塚 の 整 備 ・ 活 用 の 推 進  

      を 位 置 付 け て お り 、文 化 財 保 存 活 用 地 域 計 画 で も 整 備・活 用 の  

推 進 を 位 置 付 け る 予 定 で あ る 。ま た 、加 曽 利 貝 塚 出 土 資 料 の 明  

確 な 価 値 づ け を 行 い 、文 化 財 指 定 に 向 け た 準 備 を 計 画 に 組 み 込  

む こ と を 検 討 し て い る 。新 博 物 館 の 開 館 ま で の 文 化 財 指 定 を 目  

指 す と と も に 、そ の 後 は 重 要 文 化 財 指 定 を 目 指 す こ と も 検 討 し  

て い る 。  

（ 山 田 会 長 ）  市 と し て の 新 博 物 館 の 位 置 づ け を 十 分 に 整 理 し 、 計 画 に 反 映  

      し て ほ し い 。  

（ 菅 根 委 員 ）  遺 跡 と 新 博 物 館 予 定 地 は 相 当 距 離 が あ る が 、 連 携 は ど う す る  

の か 。  

（ 事 務 局 ） 連 絡 橋 を 新 設 し 、遺 跡 と 新 博 物 館 を つ な げ る 予 定 で あ る 。2 0 0  

～ 3 0 0ｍ 歩 け ば 行 き 来 で き る 環 境 を 整 備 す る 。  

（ 山 田 会 長 ） 「 博 物 館 を 中 心 と し た 地 域 資 源 ・ 周 辺 施 設 と も 一 体 と な っ た 賑  

わ い づ く り や ま ち づ く り 」 と あ る が 具 体 的 に は ど の よ う な イ メ  

ー ジ か 。  

（ 事 務 局 ） 加 曽 利 貝 塚 と 周 辺 の 遺 跡 を め ぐ る 回 遊 性 を も た せ る こ と を 考  

え て い る 。年 間 1 5 万 人 の 来 館 者 数 を 見 込 ん で お り 、他 の 観 光 資  

源 に も 足 を 運 ん で も ら い 千 葉 市 の 観 光 資 源 を 紹 介 で き れ ば と 思  

う 。  

（ 山 田 会 長 ） 他 に 何 か 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

      【 質 問 ・ 意 見 無 し 】  

（ 山 田 会 長 ）事 務 局 に お い て は 、報 告 の 内 容 を も と に 、今 後 の 事 務 を 進 め て    

い た だ き た い 。  

（ 山 田 会 長 ） こ れ に て 議 事 を 終 了 す る 。  

 

 

 

        問 い 合 わ せ 先  千 葉 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 部 文 化 財 課  

                 Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ６ ２  

                 Ｆ Ａ Ｘ  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ９ ３  


